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SynopsIS  

EastKalimantanis partoftheIndonesianisland of Borneo and situated at the equator of  

thetotalarea（21．1mi11ionhectares）ofEastKalimantan，about17．3millionhectares arecovered  

bynaturalforestdominatedby speciesofthefamilyDipterocarpaceae・InEastKalimantan，Shifting  

cultivationhasbeenpracticedfor alongtime，inplaces resultingin the Alang－Alang（Imperata  

c3）lind－ica）grasslandsandsecondary forests．Onthe presentopportunity，1979－1981，the mana－  

gerialsystemofshiftingcultivationhasbeeninvestigatedfromthe ecologicalpoint of view，by  

the method offield－SurVey andusing theinformation ofthe nativesinthefield・  

大な土地を荒廃させる主要な原因・ともなっている。筆  

者らほ，海外学術調査「熱帯アジアの潜在自然植生図  

化の研究，とくに森林保全と持続的な利用の基礎とし  

て」（研究代表者 横浜国立大学宮脇昭，昭和54，55  

年度科学研究費補助金（課題番号404208，504126によ  

る）の一環として，1979～1981年に東カリマンタン  

（インドネシア共和国東カリマンタン州）の焼畑農耕  

経営を対象とした現地踏査が行なわれた。現地では東  

ヵリマンタソにおいて現在も続けられている焼畑農耕  

経営に関する生態学的資料の収集を実施し，その生態  

モデル化が試みられている。  

1．焼畑農耕経営の現状とその特性   

現在でも熱帯を中心に広く行なわれている焼畑農耕  

ほ，1adang（ジャワ，インドネシア），ray（東インドー  

中国），Caingin（フィリピン），mi1pa（メキシコ），  

conuco（べネゼーラ），rGCa（ブラジル），maSOle（ベ  

ルギー領コンゴ），刀耕火種（中国）と各地で呼ばれ  

は じ め に  

熱帯アジアの大部分の土地ほ，高さ50mをこえるフ  

タ／；キ科Dipterocarpaceaeの超高木で代表される森  

林地帯である。この森林地帯に居住している技術レベ  

ルの低い住民によって，自然環境に適応して営まれ続  

けられてきた農耕経営が「焼畑shiftingcultivation」  

農耕経営である。焼畑農耕を中心とした経営形態は，  

日本を含めた世界の湿潤な熱帯から温帯にかけての経  

営文化の源流となっており，現在でも熱帯アジア，熱  

帯アフリカなどにおいて焼畑農耕は営まれ続けられて  

いる。   

焼畑農耕経営とは，一定の土地において森林破壊  

一火入れ轟耕起一播種一収穫という一連の働きかけを  

意味している。農耕地として数回利用された土地ほ地  

力が低下してしまうため放置されてしまい，順次新し  

い土地へと移動させていく様式をとっている。このこ  

とは，多大な蓄積を・もっている熱帯の森林資源と，広  
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ている。焼畑農耕経営は，森林地帯に火を入れ裸地化  

した土地にトウモロコシ，オカボ，キャッサ／ミなどの  

主食を中心に栽培を行なうもので，4～6ケ月毎の火  

入れ一播種一栽培一収穫一休耕のサイクルを  

くり返す。この作物収穫までのサイクルほ，その土地  

の地力が低下するまで3～4回行なわれるのが一般的  

である。地力の低下した土地ほ放置され，人々は次の  

土地へと移動して焼畑農耕経営を維持する。したがっ  

て，焼畑農耕経営は，移動農業経営の一形態であり，  

ヨ←－】コッパや乾燥地帯の放牧経営との共通点をもつ。   

熱帯の発展途上国といわれる国々において焼畑農耕  

経営が古くから，また，今日なお盛んである原因の一  

つには，高度農耕技術や共同作業を必要とせず，しか  

も家族労働でまかなえる経営形態にある。一年中温暖  

で湿潤な気候下にある熱帯アジアほ，かって熱帯多雨  

林によって広く被われていた。この原生林の一部に火  

を入れることによって始まる焼畑農耕経営は，ながい  

年月をかけて蓄積されてきた潜在力の高い原生林，す  

なわち自然資源の多くが利用されずに焼失してしま  

い，しかも有機質に富む土壌の流出という短所をも  

つ。しかし，伐採したり，枯木を運んだり，雑草を除  

くというきめの細かい集約的労働をほぶくことができ  

ることから，農耕技術レベルが低く，年中300Cをこえ  

る高温のため労働が制限されている熱帯アジアにおい  

て現在でも続けられている。同時に焼畑農耕経営は地  

点で1～2年からせいぜい数年という短期間である  

が，人間の食料の基本となる陸稲などの作物を安易に  

供給できるという長所をもっている。   

広大な原生林，原野が限られた少人数の住民の生活  

を支えるにほ焼畑農耕経営が最も有効な方法であるこ  

とを経験的に住民は知っている。したがって，17世紀  

におけるヨーロッパから北アメリカへの開拓者ほ，原  

住のインディアンの焼畑農耕を土地にあう方法として  

積極的に採用し，その後250年あまりはアメリカの農  

業経営の中心となっていた。もちろん規模は異ってい  

ても，つい最近まで日本においても四国の樺山，富山  

県下の山村などにみられた。しかし，焼畑農耕経営に  

ほ広大な土地が必要であり生産性は低い，そのため温  

帯日本ほもちろんのこと世界各地で，現在水田耕作な  

ど定置農耕経営に移行している。現在でも続けられて  

いる焼畑農耕経営は，エロ←ジョン（表土流出），飛  

び火，人口収容能力の限界など多くの問題を生じさせ  

る原因ともなっている。   

焼畑中心の農耕経営ほ，加速度的な人口増加問題と  

ともに，熱帯各地で社会問題化している。東カリマン  

タン州第二の都市Balikpapan一帯では，今日でも焼  

畑農耕経営がさかんである。しかし，焼畑農耕経営が  

支え得る人口密度ほ限られており，ながい間におよぶ  

Photo・1さまざまな遷移段階の植生（栽培植物，雑草群落，二次林など）がモザイク  

状にみられる焼畑耕作地および周辺（Sotek村，東カリマンタソ州）。  

Around Sotek－Village，many typeS Of vegetation form a mosaic，reSulting from shifting cultivation．   
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Fig．1焼畑農耕経営サイクル表。  

at the Sotek－Village．  Cycle of shifting cultivation  

きれずに焼け残っている。播種は，必ずしも火入れ後  

の同時期に全域が完了するのでなく，労働力，収穫期  

との関係もあるのか，部分的に行なわれているのが観  

察されている。この【t火入れ一括種一栽培一収穫”の  

サイクルほ，地力のおとろえるまで，普通3回くり返  

して行なわれる。   

最初の火入れの段階でほ，地力が高いため，作物は  

彼らにとっての主食であり，また経済的にももっとも  

価値の高いPADI（オカボ）が中心となる。播種後，  

収穫まで4ケ月を要する。収穫後2ケ月間程放置され  

る。放置された後に若干の枯木があつめられて，再び  

火が放たれる。2サイクル目の耕作作物ほJAGONG  

（トウモロコシ）が中心となる。収穫まで播種後約3ケ  

月を要する。播種されたJAGONGの間にはPISANG  

（バナナ）SING KONG（キャッサバ），LABO（カ  

ボチャ）なども多少混植する。3サイクル目の火入れ  

ほJAGONGの収穫後2ケ月である。すでに土地に残  

された無機的および有機的養分が少なく地力が低下し  

てしまっているために，作物もKACANG（ダイズ），  

KEMANGI（葉菜類），根菜類が中心でPADIはほ  

とんど作付されない。しかし，我々が実際にSotek村  

で調査した限りでは，2サイクル目および3サイクル  

目も耕作物としてPADI中心の土地が多く，それも  

PADIとJAGONGの混植栽培，そして畑の端に野菜  

類などが栽培されている土地が大部分である。   

焼畑農耕経営においてほ，共同作業の必要をほとん  

ど認めない′ト規模での伐採，火入れ，播種，除草，収  

穫といった単純な労働ですんでいる。しかも，年間を  

通じて250Cを下らない平均気温と，8月，9月を除  

いて100～400mmの月降水量（年次別変化が大きい）  

は，作物の栽培時期を制限することがない。他の地域  

よりも熱帯ほ，労働による住民の肉体的な消耗がはげ  

しく，地力が豊かで雑草が繁茂しやすい湿潤な土地は  

耕作地として適当でほない。焼畑農耕による経営面積  

（一家族あたり，幼児も含めて五人として）1．4～1．8ha  

が一般的となっている。   

〔作物の多様性〕   

火入れをくり返すことにより多くの土地は，地力が低  

下し，荒廃している。現実には，かって樹高50mをこ  

える超高木が茂る原生林に限られていた焼畑農耕地へ  

の転用も，現在では耕作放棄後まもない土地に生育し  

ているJABON（A7‡fんoc申んαg〟∫ Cんf乃g乃∫∠り の低木  

林（樹高10m以下）までも火入れを行ない，農耕地と  

しての再利用がおこなわれている。かつてほ海岸線や  

河川を利用した農耕地の移動が中心であったが，最近  

10年前後ほ原生林伐採のために新たに設けられた搬出  

道路を利用することによって，人々ほ奥地まで移動が  

容易となり，焼畑農耕地の拡大へとつながってきてい  

る。  

2．焼畑農耕の経営形態－その具体的過程一  

焼畑農耕経営が実際に，いかなる生態サイクルの中  

で行なわれているかを知るために，東カリマンタン  

Sotek村において現地調査を実施し，さらにSotek  

村に生まれ育ったBadar氏（35才）を中心とする聞  

きとり調査を行った。   

〔生態サイクル〕   

ボルネオ島（東カリマンタソ）ほ，本来，MELAN－  

TYと現地でいうフタ／ミガキ科の高さ40～60mの大  

木，超高木によって大部分が被われていた土地であ  

り，地球上で最も生物的生産力の高い森林地帯であ  

る。しかし，Sotek村付近ほ，Riko川などの河川を  

利用して古くから人々の移り住んできた地であり，間  

伐や火入れにより原生林が伐採しつくされており，原  

生林の残存生育地は限られてしまっている。Sotek村  

周辺に現存する植生は樹高10～25mのJABON，アサ  

ガラボクなどの二次林で占められている。   

焼畑農耕経営の生態サイクルとは，まずこの二次林  

の中に入って，おもな樹木を伐採して2ケ月間放置す  

る。10mをこえている樹木でも直径が10cm以下の木  

ほ，バランという蛮刃を使用して簡単に伐採すること  

ができる。この労働ほ，1人またほ2人で十分であ  

る。2ケ月間の放置によって乾燥した枯木に火を入れ  

る。一度火を入れられた土地にほ，太い木などが焼き  
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Legend凡例  

1）：PADI「Or〟Zα5αf～川；オカホ 

J：JAGONG（トゥモロコン 

L：LABU（カボチャ）  
S：SING KONG（Manihot esculenta；キャッサバ）  

K：KACANG（マメ科，食用）  

Pi：PISANG（バナナ）  

B：JAMBU「果実か良川）  

C：JENGKOL（果実か食用）  

D：JERUK（ミカン村，果実か食川）  

Ke：KEMANGI（町葉）  

Ba：BAYAM（LOM BOK）  

T：TEBU（イネ科帥物，食用）  

Ⅰ：IMPERATA（Imperata cylindrica；オオナカヤ）9：Piper aduncum－COmm．（嬢生二次林）  

E：DURIAN（ドリアン）  ！：Anlhocephalus－Duabanga－COmm．（高木二次林）  

P：PINANG（ヤシ科）  

Fig．2 Sotek村周辺の焼畑農業土地利用の配分地図。  

cultivation around Sotek－Vi］1age．  

KANG KONG（タデ科の野菜）が一面に広がってい  

る。しかも，隣接する森林，草原には LEMPASU－  

NE MARAU を始め多くの食料源が野生している。  

一見単純にみえる Sotek 村の焼畑を中心とする農  

耕経営ほ，自給自足の経済を維持できるだけの多彩な  

食料源が年間を通じての供給がほぼ保証されている。  

しかも，果樹の植栽も含めた作物の多様性ほ，乾燥が  

続いたり，気温が低かったり，他のものが侵入したり  

することによって一部の作物の供給が不十分でも，全  

体として食料の安定した供給が保てるまで多彩で豊か  

なものとなっている。  

焼畑農耕経営ほ，直接的には土地の潜在力を消費す  

る形で行なわれるPADI，JAGONGを中心とする主  

食の収穫をさしているが，年次や季節によって変動の  

大きい熱掛こおいて持続的生癌を支えるあるいほ保証  

するだけの多様な食料源の確保もなされている。  

3．焼畑農耕経営の動態  

Sotek村ほ，つい最近まで人口の総数が200～300人  

にとどまり，Riko川を唯一の連絡路としてきた東カ   

リマンタソで典型的な村落であった。しかし，約10年   

Map ofland use of shifting  

Sotek村の焼畑農耕経営は，特定の収穫期をもたな  

い熱帯多雨林地帯特有のものである。このことほ，乾  

季と雨季との気候的差がはっきりしない東カリマンタ  

ソ特有のものかもしれない。本来，タロイモ，サツマ  

イモ，キャッサバなど根菜中心であったものに，大陸  

からのオカボ，トウモロコシなどの穀煩が被う形とな  

った東南アジアの島しょ部に典型的なものといえる。   

Sotek村の耕作作物の中心ほ，主食となるPADI  

（オカボ）とJAGONG（トウモロコシ）であった。  

PADIとJAGONG以外の作物についても知るため  

に，Fig．2に示される住居と農耕地（作物）の配分，  

すなわち土地利用の実態調査を行なった。   

そこでは，主食となるPADI，JAGONGが中心と  

なって栽培されているのはもちろんであるが，LABU  

（カボチャ），SING KONG（キャッサ／ミ），KACA  

NG（ダイズ），PISANG（バナナ），KEMANGI（野  

菜類），BAYAM（トウガラシ），TEBU（イネの仲  

間）なども各所にみられる。また，住居の裏手にほ，  

DURIAN（ドリアン），PINANG（ヤシ），JAMBU，  

JENGKOL，JERUK（ミカン）といった果樹が植え  

られている。歩いて2～3分の隣接した低湿地には，  
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Photo．2  

森林を伐採し，最初  

の火入れを行われた  

焼畑耕作地。  

After cutting the  

forest，the shifting  

cultivation field is 

burnt at first．  

Photo．3  

PADIを中心とする  

焼畑耕作地。  

Rice（PADI）isculti－  

vated on a shifting  

cultivation土ield．  

Photo．4  

数回の作物栽培が行  

なわれ，地力の低下  

した土地。  

UBIKAYU（Ma一  
刀∠んof g∫C〟Jg乃ね）と  

JAGONGが栽培さ  

れている。  

After several years 

of shifting cultiva－  

tion，UBIKAYU  

（脇乃よんof g∫C〟Jβ乃ね）  

and JAGONG are 

cultivated   



Photo．5  

PISANG を栽培し  

ている耕作地。すで  

に2～3回の火入れ  

が行なわれている。  

When the field has 

been burnt two or  

three times，Pisang  

is cultivated aslast   

CrOp・  

Photo．6  

ム／ゆβr（Jfαり／～′～dイcα  

群落の優占する耕作  

放棄地。  

On the abandoned  

shifting cultivation  

fieldInlPerata cy－  

1indl・ica comes to  

dominance．  

Photo．7  

耕作を放棄して数年  

目の土地に生育して  

いるf砂grα血〃C〟／〃  

群落。  

After 4～5 years，  

thef埠α7一α血乃C〟／ノト  

COmmunlty grOWS  

on the abandoned  

field．   
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前にインドネシアと日本の共同出資による森林開発会  

社（BFI）の基地となって以来，東カリマンタソ，スマ  

トラ，ジャワ，フィリピン，日本などから約2，000人の  

人々が労働者として移り住み，住宅が建設され，トラ  

ック，キャタピラーなど大形機械が導入された。奥地  

に残されてきた原生林か直径1m以上のMELANTY  

の大木が次々と切り出され，Riko川を通じて搬出さ  

れていった。原住の人々が焼畑農業経営をおこなって  

いた土地の奥地に広がる原生林ほ，次々と切り開かれ  

ていった。このような新しい大規模な森林伐採，木材  

搬出産業の進出は，Sotek村の住民，焼畑農耕経営に  

多くの変化を生じさせた。   

住民の一部は焼畑農耕経営をやめてBFIの労働者  

となり新しい住居と賃金が保証され，また，一部ほあ  

い変らずの焼畑農耕経営を固守し，また，中間的な生  

活をするものもあらわれてきた。したがって，Sotek  

村には，旧来のニッパヤシとオオチガヤの菓にくるま  

れた簡易な住居と電気のひいてあるBFIの宿舎が混  

在している。また，新たに都市Balikpapanへの定期  

便舟が運行されることによって，多くの近代的な消費  

物資や新しい移住者の供給が行なわれ，自給自足を原  

則とした従来からの生活から貨幣経折への移行の強要  

がみられる。具体的には，貨幣価値のあるPADIを  

中心とする換金作物栽培の促進ULINという有用木  

の伐採，BFIへの労働供給の増加などがあげられる。   

旧来の焼畑農耕経営を続けようとする保守的ともい  

える集団は，Sotek村の中心，基地から遠くへと移住  

していった。かってはRiko川沿いの移動であった  

が，奥地の開発と道路建設は，道路沿いに10km奥地  

まで移住を可能としていった。  

考  察  

本報では，インドネシア共和国東カリマンタソ州  

Sotek村を対象とし焼畑農桝地への生態学的アブロ・－  

チが行なわれた。現地踏査結果によると，焼畑農耕経  

営ほ，主食であるPADI（オカボ）とJAGONG（ト  

ウモロコシ）が中心となっている。しかし，生態モデ  

ルとしてみると，さまざまな種類の農作物や果樹を隣  

接する土地に確保していることも焼畑農耕経営の基盤  

となっていることがわかる（Fig．2参照）。   

火入れをともなう焼畑農耕を行なうことによって地  

力の低下した土地ほ放置される。放置された土地は半  

年も経ずに高さ1．5m前後のβJ～招エビαろαJ∫α′7ヱそ斥7‾α  

（タカサゴギク）の優占する草原になる。Fig．2に示  

されているβJ7招‡gα ろαJ∫α／7上そ存7‾α 群落は放置されて  

まもない，かっての耕作地である。またム′ゆe7‾αfα  

‘－JJf7Zdイrα（オオチガヤ）草原ほ，β〟J′71gα∂αJ∫α7〝節7‾α  

群落の生育地よりも前に放置された土地である。Sotek  

村周辺には，地力が著しく低下したために，ム′ゆβr〟ね  

ビルJわ‡d－fcα草原が持続群落となり，サノミソナ景観を星  

する土地も少なくない。また耕作地に隣接する顆β7‾  

α血刀（－〟′J乙の低木林などや高さ10m前後の二次林ほ，  

かつての農耕地である。このように，Sotek村で行な  

われている焼畑農耕経営ほ，現在の居住地を中心とす  

る限られた規模での耕作地の移動が行なわれているに  

とどまり，日常生活域（500～1，000m）の範囲内での  

生態モデル化が可能となる。  

Zusammenfassun  

In denJahren1979bis1981wurdeninEasトKalimantan，einer Provinz desIndonesischenInsel  
Borneo，deramAquatorliegt，Untersuchungenuberdiedortige＝Shiftingcultivation，＝der tropische  

Brand－Wald－Feld－Wechselwirtschaft durchgeftihrt・Es wurden einerseits pflanzensoziologische  

Methodenbenutzt，andererseits nutztenwir dieInformationenderEingeborenen・‖Shiftingcultivation＝  

ist d。rtSeitlangerZeitbetriebenworden；WirselbtuntersuchtendieVerhaltnisseumdasjungeDorf  
Sotekim Gebiet des dort vorherrschenden Dipterocarpaceen reichen Regenwaldes・   

Nach demSchlag desWaldes auf einerFlachevoncaO・75hadurch eineFamiliewirdgebrannt・  

Auf dieserFlach。Wirdzuerst4Monatelang Reis（07ワZaSati・L・a）angebaut．Esfolgt erneuter Brand  

undd。nn4M。nat。1angdieKuJturvonMais（2ka mais）．Nach dem3・Brand wird4Monatelang  

GemiiL3e（Sing－kong；Mdnihot esculenta，Kacang；Vigna spp・u・a・）・Die Flache wird dann der  

SpontanenSukzessiontiberlassen；eineneuewirdgeschlagen・Die Flachen der Familien des Dorfes  

b。findensichjeweils anverschiedenenSte11enindieserFruchtfolge；SOk8nnen die auf dem eigenen  

A。k。rgeradenichtverf軸baren，ZuSatZlich ben6tigten Nahrungsmitteljeweils eingetauscht werden・   
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Die Sukzession der verlassenen Flachen fuhrtiiber Einjahrigen－Wiesen mit vorherrschender Blumea  

balsamそ存ra zu hTゆerata cylin功一ica－Wiesen；dieallmahlichvoneinemniederw色chsigenl妙eradLnCum－，  

und Anthoc¢halus chinensi5qWald abge16st werden．Dieser kann dann erneut geschlagen werden；  

der Zyklus beginnt von neuem．  
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